
奈良県

橿原市消費者学級連絡協議会

（ｶｼﾊﾗｼｼｮｳﾋｼｬｶﾞｯｷｭｳﾚﾝﾗｸｷｮｳｷﾞｶｲ）

住　　所 〒634-8586 奈良県橿原市八木町１－１－１８　橿原市役所地域振興課内 電　　話 0744-22-4001

HPｱﾄﾞﾚｽ

ＪＡならけん女性部

（ｼﾞｪｲｴｲﾅﾗｹﾝｼﾞｮｾｲﾌﾞ）

住　　所 〒630-8131 奈良県奈良市大森町５７－３ 電　　話 0742-27-4302

HPｱﾄﾞﾚｽ

消費者問題研究会　こむらいふ奈良

（ｼｮｳﾋｼｬﾓﾝﾀﾞｲｹﾝｷｭｳｶｲ ｺﾑﾗｲﾌﾅﾗ）

住　　所
〒630-8503 奈良県奈良市恋の窪１－２－２　奈良県生活協同組合連合会
内

電　　話 0742-34-3535

HPｱﾄﾞﾚｽ

地球の宝を守り隊

（ﾁｷｭｳﾉﾀｶﾗｦﾏﾓﾘﾀｲ）

住　　所 〒633-0315 奈良県宇陀市室生区大野２１７８　仲尾様方 電　　話 0745-92-3392

HPｱﾄﾞﾚｽ

特定非営利活動法人　こだわりＡＳＰ

（ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝ ｺﾀﾞﾜﾘｴｲｴｽﾋﾟｰ）

住　　所 〒639-0202 奈良県北葛城郡上牧町桜ヶ丘２丁目５番地１３ 電　　話 0745-72-0371

HPｱﾄﾞﾚｽ

特定非営利活動法人　人権環境保全調査会

（ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝ ｼﾞﾝｹﾝｶﾝｷｮｳﾎｾﾞﾝﾁｮｳｻｶｲ）

住　　所 〒635-0064 奈良県大和高田市栄町１番５号 電　　話 0745-22-0004

HPｱﾄﾞﾚｽ

代 表 者

名　　称 代 表 者

名　　称 代 表 者

カ

http://www.ja-naraken.or.jp/

ＪＡならけん女性部では、「守ろう地球と農業、つたえよう食の大切さ！」を活動の統一テーマとして、環境
問題や地産地消運動、食農教育の活動等に取組んでいます。今年度は使用済み天ぷら油の回収運動や、環境家
計簿記帳など、仲間とともに、地域に地球温暖化防止の意識を啓発し、エコライフの実践に力を入れていま
す。

かしこい消費者を目指し、年間共通学習テーマを掲げて、消費生活に関する情報交換、調査、産地視察、研
修、学習会等を実施している。梅の共同購入、味噌作り、ケーキ作り等を通して、会員自らが手作りの良さを
実感し、食の安全を考える機会を持つ。

シ 名　　称

辻由子

消費者問題に関心ある個人が集まり、調査や情報収集、啓発資料の作成、出前講座等の活動を行っています。
これまでに「消費者被害実態調査」「今どきのカード事情」等に取り組みました。また、行政情報や社会的課
題について学習し、パブリックコメント等の意見発信にも取り組んでいます。

チ 名　　称 代 表 者 窪田潔

1991年より資源リサイクルを中心に活動を始める。現在は、環境をキーワードに、地域子ども教室、フリー
マーケット、自然農体験、広報活動を通して住民の交流と、環境に配慮した本当の豊かな暮らしを提案してい
る。

ト 名　　称 代 表 者 西山恭三

http://www.npo-shop.org

インターネットでの開業について、消費者保護の意識付けを含む専門的知識・技術の紹介・指導による社会教
育の推進と起業・独立の可能性を広げる支援を活性化する。ＩＴを利用した地域内外のネットワークを構築す
ることによる情報社会とまちづくりの推進に寄与する事を目的とする。

名　　称 代 表 者 竹下健一

我が国の始まりである奈良の地から多くの方々に人権尊重と環境保全を理念とし、調査・啓発・支援・提言を
行います。少子、高齢化社会時代に伴い、弱者である小子や高齢者及び婦人の方々の人権も当然大切に守らな
ければなりません。人権尊重の認識を広く推進し、社会的身分・門地・人種・信条及び性別による不当差別の
発生を防止し、人権教育と人権啓発に必要な支援を目指します。人権教育を通じて、精神の豊かさを養う事を
目標とし人権啓発、人権尊重の理念を広く普及させて理解を深めていく活動をしていきます。



奈良県

特定非営利活動法人　宅老所げんき

（ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝ ﾀｸﾛｳｼｮｹﾞﾝｷ）

住　　所 〒639-1043 奈良県大和郡山市西田中町１０番地の２ 電　　話 0743-52-3941

HPｱﾄﾞﾚｽ

特定非営利活動法人　つむぎ

（ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝ ﾂﾑｷﾞ）

住　　所 〒632-0074 奈良県天理市東井戸堂町３７２番地の１１ 電　　話 0743-68-1513

HPｱﾄﾞﾚｽ

特定非営利活動法人　なら高齢者・障害者権利擁護ネットワーク

（ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝ ﾅﾗｺｳﾚｲｼｬ･ｼｮｳｶﾞｲｼｬｹﾝﾘﾖｳｺﾞﾈｯﾄﾜｰｸ）

住　　所 〒630-8253 奈良県奈良市内侍原町８番地ソメカワビル２０２号 電　　話 0742-26-6963

HPｱﾄﾞﾚｽ

特定非営利活動法人　木造住宅品質確保普及促進協議会

（ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝ ﾓｸｿﾞｳｼﾞｭｳﾀｸﾋﾝｼﾂｶｸﾎﾌｷｭｳｿｸｼﾝｷｮｳｷﾞｶｲ）

住　　所 〒634-0804 奈良県橿原市内膳町５丁目５番９号 電　　話 0744-29-8451

HPｱﾄﾞﾚｽ

特定非営利活動法人　楽匠会

（ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝ ﾗｸｼｮｳｶｲ）

住　　所 〒632-0015 奈良県天理市三島町１６７番地 電　　話 0743-62-0306

HPｱﾄﾞﾚｽ

奈良県消費生活研究会

（ﾅﾗｹﾝｼｮｳﾋｾｲｶﾂｹﾝｷｭｳｶｲ）

住　　所 〒630-8213 奈良県奈良市登大路町３０　奈良県庁食品・生活安全課内 電　　話

HPｱﾄﾞﾚｽ

名　　称 代 表 者 横田昭

この法人は、高齢化社会に対応し、住み慣れた町から一人ぼっちのお年寄りをなくすため、高齢者の生き甲
斐・人権擁護とボランティア等に関する事業を行い、「健康で安心して住みつづけられるまちづくり」をめざ
し、地域の福祉の増進とまちづくりに寄与することを目的とする。

名　　称 代 表 者 中川裕晴

地域で暮らす高齢者、その人たちを支える方々に、自分らしく暮らして頂くための支援に関する事業を行う為
に設立しました。自宅で生活を考えると訪問介訪事業は重要です。その事業を支える経営支援ソフト及び、シ
ステムの開発、介護職員の研修事業、流通の仕組みを考え作る検討会の実施を行っております。

名　　称 代 表 者 峯田勝次

http://www11.plala.or.jp/N-net

特定非営利活動法人なら高齢者・障害者権利擁護ネットワーク（通称Ｎネット）は法人名の通り権利擁護を主
軸に、弁護士・司法書士・社会福祉士が専門性を活かし、コンプライアンスルールに則った活動をしていま
す。具体的には、成年後見制度利用支援や、福祉サービス提供事業者に対する第三者評価等、中立公平性を保
持し独立性を保って活動している。

名　　称 代 表 者

http://www.mokuninkyo.or.jp

良質で品質の保証された住宅づくりをめざす地域ビルダーへのサポート活動を通して消費者がより良い住宅づ
くりができる活動をめざしています。また地元産材の木材をふんだんに使用した家づくりのネットワーク体制
づくりに取り組み環境や省エネ対策にも貢献しています。

名　　称 代 表 者 若松俊孝

日本の伝統である木造建築が機械の発達・導入により簡素化され、本来受け継がれるべき“技”が失われつつ
ある。そこで幅広い年代の大工による相互の技術及び知識交換を行い、大工の技能の向上と知識を高めること
により消費者にとって価値ある情報を提供し、安全で快適な住みよい町づくりに少しでも貢献できればと考え
ている。

ナ 名　　称 代 表 者 葛原勝子

経済社会の発展に即応して消費生活に関する必要な知識を習得するとともに、自主的に合理的に行動すること
を目的とした有志団体です。会員の高齢化と共に活動範囲が狭くなっていますが、憎まれっ子世にはばかる精
神でがんばっています。



奈良県

奈良県食生活改善推進員連絡協議会

（ﾅﾗｹﾝｼｮｸｾｲｶﾂｶｲｾﾞﾝｽｲｼﾝｲﾝﾚﾝﾗｸｷｮｳｷﾞｶｲ）

住　　所 〒630-8501 奈良県奈良市登大路町３０　奈良県庁健康増進課内 電　　話 0742-22-1101

HPｱﾄﾞﾚｽ

奈良県食品・生活相談センター　消費生活ネットワーク

（ﾅﾗｹﾝｼｮｸﾋﾝ･ｾｲｶﾂｿｳﾀﾞﾝｾﾝﾀｰ ｼｮｳﾋｾｲｶﾂﾈｯﾄﾜｰｸ）

住　　所 〒630-8213 奈良県奈良市登大路町１０－１ 電　　話 0742-27-0621

HPｱﾄﾞﾚｽ

奈良県地域婦人団体連絡協議会

（ﾅﾗｹﾝﾁｲｷﾌｼﾞﾝﾀﾞﾝﾀｲﾚﾝﾗｸｷｮｳｷﾞｶｲ）

住　　所 〒630-8213 奈良県奈良市登大路町１０－１　婦人会館内 電　　話 0742-22-4940

HPｱﾄﾞﾚｽ

奈良合成洗剤をなくす連絡会

（ﾅﾗｺﾞｳｾｲｾﾝｻﾞｲｦﾅｸｽﾚﾝﾗｸｶｲ）

住　　所 〒639-1053 奈良県大和郡山市千日町１９－７ 電　　話 0743-52-7471

HPｱﾄﾞﾚｽ

山添環境・リサイクルの会

（ﾔﾏｿﾞｴｶﾝｷｮｳ･ﾘｻｲｸﾙﾉｶｲ）

住　　所 〒630-2346 奈良県山辺郡山添村西波多３４５３　井久保様方 電　　話 0743-85-0672

HPｱﾄﾞﾚｽ

リサイクルクラブ天理

（ﾘｻｲｸﾙｸﾗﾌﾞﾃﾝﾘ）

住　　所 〒 電　　話

HPｱﾄﾞﾚｽ

名　　称 代 表 者 植田喜志子

食を中心に健康づくりのボランティア団体全国組織です。奈良県は福祉部安全局健康増進課にあります（事務
局）。厚生労働省と委託を結んでいる。26市町村で組織され会員数は1300人、活動は「生涯を通して健康づく
り」をテーマに「健康なら21」の推進に協力、子ども～大人の食育、食習慣の大切さの普及啓発、お隣さんお
向いさんへの地域のニーズにあった活動。

名　　称 代 表 者

複雑化する社会の中でよりよい消費生活を送るため、また県民に啓発するため、消費者問題に関する知識を高
めることを目的に学習しています。

名　　称 代 表 者 中島祐子

消費者団体は弱体化してきていますが、地域での役割、責務（情報、交流等）は重大です。更なる地域が安心
安全に暮らせるよう寄与し、活性するように活動していきたい。

名　　称 代 表 者

合成洗剤はさまざまな形で私たちの生活に入り込んでいる最も使用量の多い化学物質です。毎日、多量の合成
洗剤が河川に流れ、汚染しています。また人体への健康被害も考えられています。奈良合成洗剤をなくす連絡
会は、合成洗剤の有害性を知り、合成洗剤を追放し、安全な石けんを使用し、現在の暮らしを見直そうとする
会です。

ヤ 名　　称 代 表 者 井久保和子

リ 名　　称 代 表 者

資源ゴミを捨てるのがもったいないと集った主婦の団体。リサイクル回収が行政主導になるまで村全域に呼び
かけリサイクル回収を実施。又、家庭の排水口から川を守ろうと和布、石けん、ネット普及。平成14年からＥ
Ｍによる河川浄水作成を開始。米のとぎ汁をＥＭで発酵させ排水口から流す。下水処理施設のヘドロ悪臭対
策。プール清掃にも利用。

津田八重子


